
見落としは上下法が追う強さを上へずらし、多すぎると厳しい規則から
集まる点を失わせる

— 正しく答える割合に天井があると、k 回続けて正しければ下げる規則の目標は上へ動き、見落とし

の割合が 1 から 0.5 の k 乗根を引いた値を超えると目標が無くなる —分離子は、正答の割合の天井が
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要旨

当て推量があると上下法が追う強さは下へずれ、1 回で下げる規則は 2 択で集まる点を持たない（論文954）。

そこでは、観察者が分かるはずの強さでも答えを誤る見落としを入れなかった。本稿は、954 の観察者に見落

としの割合を足して正しく答える割合に天井を作り、k 回続けて正しければ下げる規則の目標と、乱数の観察
者の位置を数える。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、見落としは目標を上へずらす。当て推量 0 で 3

回の規則の目標は、見落とし 0・0.02・0.05・0.10・0.15 に ・ ・ ・ ・

 と上がった（第2節）。 第二に、見落としが 1 − 0.5 の k 乗根を超えると、目標が無い。その境は k =

1〜5 で ・ ・ ・ ・  で、見落とし 0.15 では 5 回の規則だけが目標
を持たなかった（第3節）。 第三に、目標が無い規則は上がり続ける。見落とし 0.15・5 回の規則の位置は、600

試行で 、2400 試行で  だった。2 択でも  から  に上がった（第3節）。 第四

に、境のすぐ手前では、目標があっても上に残り続けた。見落とし 0.15・4 回の規則は目標  を持つ
が、位置は 600・2400・9600 試行で ・ ・  と上がり続け、600 試行の推定と目標の差

は  だった（第4節）。 第五に、分離子は、正答の割合の天井が目標の割合より上にあるか、下にある

か。当て推量は正答の割合の床を上げ、1 回の規則の目標 0.5 を床の下にした（論文954）。見落としは天井を下

げ、厳しい規則の目標を天井の上にした。当て推量 0.5 でも、見落とし 0.15 では 5 回の規則が目標を持たなか
った（第5節）。 キーワード：上下法、見落とし、心理測定関数、目標の強さ、当て推量、心理物理学。
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本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない。心理測定関数に見落とし（ラプス）を入れて正答の割
合の天井を 1 より下げること、上下法が正答の割合 0.5 の k 乗根を追うこと（レヴィット）、見落としが閾の推定
をずらすこと（ウィックマンとヒル）は、いずれも心理物理学で既知である。置いた値である。正規分布の累積
に当て推量と見落としを足した観察者、見落とし 0〜0.15、歩幅 0.1、開始 2.0、400 回、600・2400・9600 試行
は、論文935・論文954 の模型に本稿で足した値で、どの感覚、どの実験にも対応しない。見落としを一定とす
る。見落としの割合は試行によらず一定とし、疲れや慣れのように試行とともに変わる見落としは入れない。集
まるとは言わない。境のすぐ手前の規則は、目標を持っていても 9600 試行までに位置が落ち着くことを確かめて
いない。既刊との関係：論文954 の射程注記は、実際の知覚を扱わず、疲れ・慣れ・見落としは入れないと書い
た。本稿はそのうち見落としの席に座る（先客なし。論文935 の射程注記も疲れ・慣れを入れないと書いたが、
試行とともに変わるものの席には座らない）。論文954 は、当て推量があると上下法が追う強さは下へずれ、1 回
で下げる規則は 2 択で集まる点を持たないことを示した。ここでは、正答の割合の床ではなく天井を動かすと、
目標がどちらへ動き、どの規則で消えるかを数える。論文988 は、当て推量が上下法の推定を強さの目盛りでば
らつかせることを示した。ここではばらつきではなく、目標の位置と、それが有るかどうかを見る。加えたの
は、二つの当て推量と五つの見落としと五つの規則で目標を解いたこと、目標が消える見落としの境を出したこ
と、目標が無い規則が上がり続けることを長い試行で確かめたこと、境のすぐ手前でも位置が上がり続けたこと
を示したこと、分離子を「天井が目標の上か下か」に置いたことである。

1. 記法と問い

観察者：刺激の強さ  で正しく答える割合を、論文954 の当て推量  に見落とし  を足して

とする。  は （床）から （天井）の間を動く。

規則と目標：  回続けて正しければ  を  下げ、一度でも誤れば上げる。開始は 。規則が追う割合は
 で、目標は  の解である。  のときだけ解があり、見落としで言えば

 である。乱数の観察者は 400 回、600 試行（後ろ 3 分の 2 の位置の平均を推定とする）で走ら
せ、三つの組は 2400 試行と 9600 試行まで延ばした。

問い：見落としで正答の割合に天井ができると、規則の目標はどこへ動き、どの規則で消えるか。

2. 見落としと目標

計算 2.1：当て推量 0 の目標（なしは解が無い）。



見落とし

なし

〜  のどれでも、目標は見落としとともに上がった。見落とし 0 の値は論文935・論文954 と同じである。

計算 2.2：600 試行の推定−目標（当て推量 0）。

見落とし

なし

観察 2.3

見落としが大きく規則が厳しいほど、推定は目標より上に残った。見落とし 0 の差は  以下だ
ったが、見落とし 0.15 の 4 回の規則では  だった。  の差は見落としによらず  以
下だった。

3. 目標が消える境

計算 3.1：目標が無くなる見落としの境  は、 〜  で ・ ・ ・ ・
 である。見落とし 0.15 は  の境を超え  の境の下にあり、当て推量 0 で目標を持たないのは

 だけだった。

計算 3.2：目標が無い組の位置（400 回の平均）。



組 600 試行後 2400 試行後

当て推量 0・見落とし 0.15・

当て推量 0.5・見落とし 0.15・

二つとも 2400 試行で 600 試行より 1 以上上にいた。当て推量 0.5 の  は、見落としによらず目標が無く下
へ進んだ（見落とし 0.15 で 600 試行後 ）。

4. 境のすぐ手前

計算 4.1：当て推量 0・見落とし 0.15・ （目標 ）の位置は、600 試行で 、2400 試行で
、9600 試行で （目標との差 ）、9600 試行の後ろ 3 分の 2 の平均は  だった。

観察 4.2

目標があっても、境のすぐ手前では位置が上に残り続けた。9600 試行までに位置が落ち着くことは確
かめられなかった。天井  と目標の割合  は近い。位置が上に残る理由は項ごとに分け
て測っておらず、9600 試行より長く走らせたときのことは数えていない。

5. 分離子

観察 5.1

分離子は、正答の割合の天井が目標の割合より上にあるか、下にあるか。当て推量は床を上げ、2 択で
は 1 回の規則の目標 0.5 を床と同じ高さにして、下へ進ませた（論文954）：見落としは天井を下げ、厳
しい規則の目標を天井の上にして、上へ進ませた。当て推量 0.5 でも見落とし 0.15 の 5 回の規則は目標
を持たず、床と天井は別々に規則を選んだ。

観察 5.2

言わないこと。試行とともに変わる見落とし（疲れや慣れ）、見落としの割合の推定、どの規則を使う
べきか、実際の知覚実験は扱わない。示したのは、見落としで天井が下がると、上下法の目標が上へ動
き、どの規則でいつ消えるかである。



6. 点呼と結び

1. 当て推量と見落としの観察者（第1節）：床と天井。

2. 3 回の規則の目標 0.819329 → （計算 2.1）：上へずれる。

3. 境 ・ （ ・5）（計算 3.1）：超えると目標が無い。

4. 目標が無い規則は 2400 試行で （計算 3.2）：上がり続ける。

5. 境の手前の  は 9600 試行で （計算 4.1）：上に残り続ける。

6. 天井が目標の上か下か（観察 5.1）：分離子・論文954 の射程注記。

結び：見落としは上下法が追う強さを上へずらし、多すぎると厳しい規則から集まる点を失わせる。954 の観
察者に見落としを足すと、3 回の規則の目標は見落とし 0 の  から 0.15 の  に上がり、目標は
見落としが （  で 、  で ）を超えると無くなった。目標が無い 5 回の規則
は 2400 試行で  まで上がり、境のすぐ手前の 4 回の規則も 9600 試行で  と目標の上に残り続
けた。分離子は、正答の割合の天井が目標の割合より上にあるか、下にあるか。既刊との位置：論文954 が当
て推量で床を動かして数えた上下法に、論文954 が入れなかった見落としで天井を動かす側を足した。正直に言
えば、見落としの割合を一定と置いた一つの観察者で、目標と位置を数えた。天井が規則の目標をどう動かし
消すか、そこまでである。
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